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　「教える立場を経験したことで、普段は気付かない発見もあり、これ

からの活動にも生かせそう」と島田さん。

　吉村さんは「初めての人でも気軽に体験してもらえるようハガキの

ちぎり絵を用意し、押し付けにならないアドバイスを心がけました。何

かを学ぶっていいものですよ。皆さんも気軽に始めてみては」とは話

してくれました。

　

第
２
回
高
梁
市
文
学
選
奨
の
入

賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
６
部
門

　

点
の
中
か
ら
、
入
選
５
点
と
佳

５５作　

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

１２

　

入
賞
作
品
は
、
本
年
度
中
に
小

冊
子
「
高
梁
の
文
学
」
と
し
て
発

刊
し
、
童
謡
作
詞
部
門
の
入
選
作

品
は
、
曲
を
付
け
て
来
年
度
の
童

謡
ま
つ
り
で
発
表
す
る
予
定
で

す
。

◆
各
部
門
の
入
選
と
作
品
名

 

（
敬
称
略
）

▽
詩
…
八
木
敬
彬（　

）＝
落
合
町

６５

原
田
＝「
い
る
か
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

▽
短
歌
…
瀬
戸
川
好
江（　

）＝
備

７４

中
町
平
川
＝「
過
ぐ
る
風
あ
れ
ば
」

▽
俳
句
…
西
井
武
雄（　

）＝
落
合

９０

町
近
似
＝
「
季
節
」
▽
川
柳
…
大

森
郁
子（　

）＝
高
倉
町
大
瀬
八
長

６６

＝
「
孫
」
▽
童
謡
作
詞
…
西
村
毅

（　

）＝
中
井
町
西
方
＝
「
ユ
キ
ち

５４ゃ
ん
」

※
小
説
･
随
筆
等
部
門
の
入
選
は

該
当
者
な
し

◆
各
部
門
の
佳
作 

（
敬
称
略
）

▽
小
説
･
随
筆
等
…
三
村
節
子

（
伊
賀
町
）
▽
詩
…
〈
一
席
〉
名

嘉
美
智
乃
（
岡
山
市
･
市
内
通
学

者
）、〈
二
席
〉
黒
川
晴
香
（
岡
山

市
・
市
内
通
学
者
）、〈
三
席
〉
中

村
房
枝
（
玉
川
町
玉
）
▽
短
歌
…

〈
一
席
〉
川
上
孝
子
（
玉
川
町
玉
）、

〈
二
席
〉
江
草
照
子
（
成
羽
町
下

原
）、〈
三
席
〉
小
林
佐
（
成
羽
町

中
野
）、〈
四
席
〉
桝
上
秀
雄
（
備

中
町
西
山
）
▽
俳
句
…
〈
一
席
〉

柳
井
明
好
（
成
羽
町
成
羽
）、〈
二

席
〉
長
谷
川
祐
子
（
成
羽
町
下
原
）

▽
川
柳
…
西
井
武
雄
（
落
合
町
近

似
）▽
童
謡
作
詞
…
角
瀬
君
子（
中

井
町
西
方
）

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課
文
化
係

　

（
�
�
９
０
８
３
）

《詩部門》

八木敬彬さん

《俳句部門》

西井武雄さん

《短歌部門》

瀬戸川好江さん

《童謡作詞部門》

西村　毅さん

《川柳部門》

大森郁子さん
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第
２
回

�
�
�

�

�
�
�
�

体験コーナーで指導した
左から島田律江さん（巨瀬町）、吉村美穂子さん（和田町）
 （高梁公民館ちぎり絵講座生）

　
　

月　

日
・　

日
の
２
日
間
、

１１

２５

２６

文
化
交
流
館
で
開
催
し
た
「
高

梁
市
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
６
」
で
は
、
公
民
館
講

座
生
の
作
品
展
示
や
発
表
会
が

あ
っ
た
ん
だ
。ご
覧
に
な
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

な
。

　

み
ん
な
も
ぜ
ひ
生
涯
学
習
を

は
じ
め
て
み
て
は
い
か
が
。

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

　

（
�
�
９
０
８
３
）

　

今
回
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点

施
設
�
公
民
館
�
に
つ
い
て
お

話
す
る
ね
。
市
内
に
は
、
各
地

域
に
公
民
館
が　

館
あ
っ
て
、

１５

成
羽
・
川
上
・
備
中
地
域
に
は
、

分
館
が
合
わ
せ
て　

館
あ
る
ん

２０

だ
。
公
民
館
は
、
生
涯
学
習
に

役
立
て
る
社
会
教
育
の
た
め
の

施
設
。
市
民
の
み
ん
な
が
自
己

形
成
を
目
指
し
て
お
互
い
学
習

し
、
ま
た
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
る
場
な
ん
だ
。

　

公
民
館
で
は
、
い
つ
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
趣
味
の
講
座

な
ど
を
開
講
し
て
い
る
よ
。
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全国生涯学習フェスティバル
マスコットキャラクター
「マナビィ」
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青
年
期
の
留
岡
幸
助

　

明
治　

（
�
�
�
�
）年
、　

歳

��

��

の
時
、
友
人
が
「
西
洋
講
釈
師
が
や

っ
て
来
た
！
」
と
誘
い
に
来
た
の
で

聴
き
に
行
く
。�
、
�
回
通
う
う
ち

に
「
士
族
の
魂
も
、
町
人
の
魂
も
神

の
前
で
は
同
じ
値
打
ち
で
あ
る
」

と
の
話
を
聴
き
、
�
歳
の
時
以
来

の
身
分
差
別
の
深
い
う
ら
み
が
消

え
、
人
間
は
皆
同
じ
で
あ
る
と
の

考
え
に
感
動
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

に
は
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
教
え
が

隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
と
熱
心
に

講
義
所
に
通
い
、
キ
リ
ス
ト
教
を

信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
が
高
梁
に
伝
わ
っ

た
の
は
明
治　

（
�
�
�
�
）
年
。

��

こ
の
年
、
最
初
の
県
議
会
議
員
に

選
ば
れ
た
の
が
柴
原
宗
助
で
あ

る
。
柴
原
は
岡
山
で
自
由
民
権
思

想
や
キ
リ
ス
ト
教
に
ふ
れ
、　

月
��

�
〜
�
日
、
高
梁
小
学
校
で
演
説

会
を
開
い
た
。
そ
の
時
中
川
横
太

郎
の
自
由
民
権
や
金
森 
通  
倫 
の
キ

み
ち 

と
も

リ
ス
ト
教
の
話
が
な
さ
れ
、
金
森

は
そ
の
後
毎
週
、
高
梁
に
講
義
所

を
開
い
て
伝
道
し
た
。ま
た
、
岡
山

病
院
で
西
洋
医
学
を
教
え
て
い
た

宣
教
師
ベ
リ
ー
は
柴
原
の
世
話
で

新
町
の 
重  
屋 
旅
館
の
一
室
に
月
�

し
げ 

や

回
�
日
間
診
療
所
を
開
い
た
。
高

梁
の
医
師
達
は
助
手
を
務
め
、
西

洋
医
術
を
学
ん
だ
。
優
れ
た
医
術

を
持
つ
ベ
リ
ー
が
す
べ
て
の
人
に

平
等
に
接
す
る
態
度
に
感
じ
、
キ

リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
入
る
人
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
新
し
い
考
え
や

生
活
が
入
っ
て
く
る
。ま
た　

年
に

��

は
新
島
襄
の
伝
道
も
あ
り
、
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
者
も
生
ま
れ
た
。

　
　

歳
か
ら
行
商
に
出
か
け
、
の

��
ど
が
乾
く
と
谷
川
の
水
を
飲
ん
で

い
た
幸
助
は
や
が
て
や
せ
て
せ
き

こ
み
、
時
に
血
を
吐
い
た
。父
は
商

人
に
す
る
の
を
あ
き
ら
め
、
赤
木

蘇
平
医
師
の
所
に
月
に
米
�
俵
で

弟
子
入
り
さ
せ
た
。
ベ
リ
ー
に
診

察
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
県
南
部

に
広
が
る
風
土
病
、
肺
ジ
ス
ト
マ

（
肺
に
寄
生
虫
）と
分
か
り
、
治
す

に
は
薬
は
な
く
、
肝
油
を
飲
ん
で

体
力
を
つ
け
る
し
か
な
い
と
言
わ

れ
た
。
幸
助
は
赤
木
医
師
の
所
で

肝
油
を
飲
ん
で
治
療
し
、
キ
リ
ス

ト
教
も
教
え
て
も
ら
え
る
と
喜
ん

だ
。そ
し
て
熱
心
に
学
び
、
向
町
に

で
き
て
い
た
安
息
日
学
校
の
一
周

年
の
祝
会
に
は
町
の
人
の
多
数
見

学
に
集
ま
る
中

で
演
説
し
て
い

る
。

　

明

治　

（
�

��

�

�

�
）年
�

月
、
柴
原
宗
助
、

赤
木
蘇
平
、
福

西
志
計
子
な
ど

　

名
が
洗
礼
を

��受
け
、
岡
山
教

会
よ
り
二
宮
邦

次
郎
仮
牧
師
を

迎
え
て
高
梁
キ

リ
ス
ト
教
会
が

成
立
、
�
月
�

日
に
幸
助
も
洗

礼
を
受
け
て
信

徒
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
今
の
教
会

堂
が
出
来
た
の
は
明
治　

（
�
�

��

�
�
）年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
キ
リ
ス
ト
教
を
異
端
と
し

て
反
発
す
る
人
々
も
多
く
、　

年
頃

��

よ
り
迫
害
が
始
ま
り
、　

年
に
は

��

礼
拝
中
の
教
会
に
石
な
ど
投
げ
込

ま
れ
る
な
ど
大
迫
害
が
起
こ
っ
て
い

る
。
父
金
助
は
幸
助
の
将
来
を
思

い
、
信
仰
を
や
め
る
よ
う
強
く
迫
っ

た
。　

年
�
月
一
時
京
都
に
逃
れ
、

��

同
志
社
に
か
く
ま
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
帰
っ
た
が
、
父
の
圧
力
や
警
察

署
長
の
説
得
に
も
、「
信
仰
は
心
の

問
題
な
の
で
、父
で
も
他
の
こ
と
は

聞
く
が
信
仰
に
つ
い
て
は
自
分
の
信

念
を
通
す
」と
、
自
分
が
正
し
い
と

思
っ
た
こ
と
は
絶
対
に
譲
ら
な
か
っ

た
。
父
は
暴
力
も
振
る
い
座
敷
に
閉

じ
込
め
た
が
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、

　

年
�
月
つ
い
に
吉
田
に
帰
す
と

��言
っ
て
部
屋
か
ら
出
し
て
菓
子
を

与
え
て
愚
痴
を
言
い
、
吉
田
の
家
に

出
か
け
て
行
っ
た
。
幸
助
は
離
縁
に

な
る
と
「
今
ま
で
可
愛
が
っ
て
育
て

て
く
れ
た
父
母
に
恩
を
返
す
こ
と

が
出
来
な
く
な
る
」
と
脱
出
を
決

断
し
、
養
女
に
来
て
い
た
夏
子
に
後

の
結
婚
を
約
束
し
て
逃
げ
出
し
、ま

ず
松
村
牧
師
の
所
に
行
っ
て
決
意

を
話
し
、
路
銀
を
も
ら
っ
て
夜
通
し

歩
い
て
岡
山
に
出
た
。
金
森
牧
師

な
ど
の
助
け
で
四
国
今
治
に
逃
れ
、

教
会
活
動
や
伝
道
の
手
助
け
を
し

て
い
た
。

　
　

歳
に
な
り
、
徴
兵
検
査
を
受

��
け
な
い
と
家
族
が
害
を
受
け
る
の

で
意
を
決
し
て
高
梁
に
帰
っ
た
が

不
合
格
に
な
っ
た
。こ
の
時
父
金
助

と
和
解
が
出
来
、
彼
の
許
可
を
得

て
同
志
社
に
進
学
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

（
文
･
児
玉　

享
さ
ん
）

シ
リ
ー
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福
祉
事
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駆
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駆
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社
会
福
祉
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業
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先
駆
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留
岡
幸
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